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建設業界 引 続 好況 各方面 働 方改革 向  行動計画 策定   

売上高は、土木事業でNEXCO新東名、新名神関係の順調な進捗により増加、全体で期初予算より48億円増収
期初計画比4.4％増 前年度比18.7％の増加
売上利益  NEXCO新名神関係 竣工   設計変更獲得 採算性 向上等   全体 1.5ポイントの改善
期初計画：10.5％ 2018.3期：12.0％
土木事業 利益率 期初計画   2.8ポイント上昇し14.4％ 建築事業 利益率 8.9%と0.2ポイント上昇
各利益項目 期初計画比 大  改善  当期純利益が38億44百万円    ４期連続 最高益更新
期初計画比増加率：売上総利益+20.0％ 営業利益+67.4％ 経常利益+70.3％ 当期純利益+73.2％

売上高 期初計画比 増加 各利益項目 大  改善  ４期連続 最高益更新

働き方改革の取り組みと人財採用状況

2017年度建設投資額 前年度比2.6％増の53兆8,300億円 見通    、2期連続で増加
国土強靭化政策 沿  防災･減災対策     老朽化対策   公共投資継続
企業収益 改善 背景 企業 設備投資 緩   増加  今後 底堅 推移  見込 
働 方改革 向  政府 国交省他 建設関係団体 取 組 
政府  働 方改革実行計画」を受け、日建連が2017年12月  週休二日実現行動計画  策定
2019年度末   4週6閉所以上、2021年度末   4週8閉所以上の定着を目指す
プレストレスト・コンクリート建設業協会が2018年1月に「週休2日実施に向けたマスタープラン」を策定
2019年4月までに4週6休、2022年4月までに週休２日を活動目標とし、2022年4月  週休２日制 移行

2017年9月  働 方改革実行委員会  設置  第1フェーズとして2018年3月に「働き方改革アクションプラン・ステップ１」を策定
①総労働時間 削減 ②週休二日 推進 ③      対策 従業員満足度調査結果 分析 対策 ④”Smart Work Meeting”の設置
による各支店での対応強化の取り組みを2018年４月      
   再雇用 離職率 抑制    当社    人員数1,672名(2017年3月実績)から1,725名と53名の増加、2018年4月新卒者も計画
35名に対し44名を採用



業績サマリー
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連結業績サマリー

2016.3期 2017.3期 2018.3期
コメント

実績 前年比 実績 前年比 実績 前年比 期初計画比

売上高 96,066 △8.4 96,715 0.7 114,841 18.7 4.4 大型案件の進捗等により増加

売上総利益 10,020 10.3 11,460 14.4 13,819 20.6 20.0 設計変更獲得 原価改善 取
組み等により向上

営業利益 2,891 10.9 3,687 27.5 5,440 47.6 67.4 販管費増加があったものの売上
利益 増加   5期連続増益

経常利益 2,799 26.0 3,454 23.4 5,347 54.8 70.3 受取配当金 増加

親会社株主に帰属する
当期純利益

1,817 8.3 2,653 46.0 3,844 44.9 73.2 4期連続 最高益更新

1株当  年間配当金（円） 8.0 12.0 18.0 期末配当 6円増配

（単位：百万円、％）
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利益増減分析（前年同期比）
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売上高 手持工事 順調 進捗   前期比18.7％増 売上総利益 前期比23億59百万円大幅増加  利益率が11.8％から
12.0％に向上
土木事業  前期   繰越工事 多 進捗 進 売上高 増加 工事竣工 伴 設計変更 獲得等   工事採算 改善
建築事業  売上高 増加      売上総利益 一部工事 不具合 発生    等   微増
販管費が前期比6億5百万円増加
人財確保を目的とした従業員の処遇改善等の施策により人件費が増加、社員教育の充実により物件費が増加
営業外収益が65百万円減少
         製品製造関連会社 生産減少 伴 損益悪化   投資利益 減少
営業外費用が2億3百万円減少
支払手数料 支出減   減少

経常利益増減分析

売上総利益
増加

販管費増加 営業外収益
減少

営業外費用
減少

土木事業
+2,676
建築事業
+58

人件費増
△304
物件費増
△300

持分法投資利益減
△60

受取配当金増
+18

支払手数料減
+247

支払利息増
△20

2017/3期
経常利益

2018/3期
経常利益

（単位：百万円）



利益増減分析（期初計画比）
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経常利益増減分析

売上高 大型案件 進捗等   増加  売上総利益 22億99百万円増加 売上総利益率 10.5％から12.0％に上昇
土木事業  工事竣工 伴 設計変更獲得等   売上総利益 22億88百万円増加  利益率 11.6％から14.4％に上昇
建築事業 一部工事 不具合 発生      売上総利益 2億41百万円増加  利益率 8.7％から8.9％に上昇
販管費が期初計画比1億8百万円増加
人財確保を目的とした従業員の処遇改善等の施策により人件費が増加
営業外収益が期初計画比4百万円増加
主 投資有価証券 受取配当金 増加
営業外費用が期初計画比11百万円減少
主 支払手数料 減少
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売上総利益
増加

販管費増加 営業外収益
増加

営業外費用
減少

土木事業
+2,288
建築事業
+241

人件費増
△121
物件費減
+13

受取配当金増
+18

持分法投資利益減
△9

支払手数料減
+8

為替差損減
+4

【期初計画】
2018/3期
経常利益

【実績】
2018/3期
経常利益

（単位：百万円）

2016.3期 2017.3期 2018.3期
コメント

実績 実績 実績 前年比

売
上
高

土木事業 47,411 49,356 63,798 29.3

・土木事業ではNEXCO関連の進捗により
大幅増加
・建築事業では繰越大型案件の進捗により
増加

建築事業 46,770 44,815 48,770 8.8

製造事業 1,170 1,819 1,638 △10.0

その他兼業事業 714 723 634 △12.4

合計 96,066 96,715 114,841 18.7

売
上
総
利
益

土木事業 4,904 6,501 9,178 41.2

 土木事業 売上総利益  設計変更獲得 
工事採算の向上により増加
 建築事業 売上総利益 、売上高が増加
   一部工事 不具合 発生    等
により微増

建築事業 4,587 4,303 4,361 1.4

製造事業 225 294 3 △98.8

その他兼業事業 297 293 304 3.7

調整額 5 67 △28 △142.5

合計 10,020 11,460 13,819 20.6

受
注
高

土木事業 66,902 55,192 55,573 0.7

 土木事業  工事完成 伴 設計変更獲
得等があったものの、大型案件の期ずれ等
により微増
・建築事業は、予定していた大型案件の期ず
れ等により微減

建築事業 46,883 45,278 45,165 △0.2

製造事業 1,170 1,819 1,638 △10.0

その他兼業事業 714 723 634 △12.3

合計 115,670 103,013 103,012 △0.0

セグメント別業績
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     別売上高･売上総利益･受注高
（単位：百万円、％）



土木事業
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業界環境

業績推移

工事竣工 伴 設計変更獲得 原価改善等 主因   売上高 売上総利益   大幅増加
豊富 前期繰越工事 消化   売上高 大幅増加 工事竣工 伴 設計変更獲得 原価改善   売上総利益 大幅増加
受注高は、PC新設橋梁 大型案件 失注等 影響  前年 上回    期初目標未達
上期 大型床版取替工事 受注 獲得 下期 発注時期 期  等    設計変更獲得等   前年規模 維持

大型受注案件（受注金額上位3件）
工事名 工事概要
常国橋他2橋床版取替工事 中国自動車道 常国橋他２橋 床版取替一式工事
大久川橋 常磐自動車道4車線化事業    PC上部工工事（橋長=601.5ｍ）
第４矢田野橋   北陸新幹線延伸工事 伴 PC上部工工事（橋長=370ｍ）

4,904 
6,501 

9,178

0
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10,000
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＜売上総利益＞
66,902 

55,192 55,573

0
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＜受注高＞

2018年度公共事業関係費 約６兆円   横  
生産性向上のためのインフラ整備、豪雨・台風災害等を踏まえた防災・減災対策などへの重点化を推進
PC市場 約3千億円 前年度並  発注予測
整備新幹線事業 高速道路 維持補修事業 大幅増加    各社  受注競争 激化

単位：百万円
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建築事業
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業界環境

業績推移

採算最重視   受注 進   他社  競争 激化     売上高 増加    売上総利益 微増
売上高 前期   大型工事 着実 進捗 増加 売上総利益 一部不具合工事 発生   前年度  利益率低下（9.6％→8.9％）
PC建築   成田公津 杜医学部棟 予定通 2017年12月 竣工  発注者  高評価 獲得
PCaPC工法 含            高度化 図       電機    本社   受注獲得 今後 設計力等 強化推進

大型受注案件（受注金額上位3件）
工事名 工事概要
某焼却炉の解体新設工事 Ｓ造６階 基準法床面積 約6600㎡
老健施設新築工事 Ｓ造５階 基準法床面積 約11000㎡
某社研究施設新設工事   PC工事 PCa部材架設工事 基礎部PCa型枠板 基礎梁 柱 梁 床版      

堅調 企業業績 支    民間建設投資 発注増加
企業収益 好況等 背景  民間建設投資 底堅 推移し市場環境は活況
資材価格は上昇傾向が鮮明
建設資材価格 徐々 上昇       物流費     人員不足  急速 高騰

46,770 44,815 48,770

0

30,000

60,000

2016.3期 2017.3期 2018.3期

＜売上高＞

4,587 4,303 4,361

0

3,000

6,000
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＜売上総利益＞

46,883 45,278 45,165

0

30,000

60,000

2016.3期 2017.3期 2018.3期

＜受注高＞ 単位：百万円



製造事業及びその他兼業事業
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製造事業 ‐ 業績推移

その他兼業事業 ‐ 業績推移
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単位：百万円

貸借対照表
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連結貸借対照表の主な項目
（単位：百万円）

2016.3期 2017.3期 2018.3期 コメント実績 実績 実績
資産合計 69,000 77,306 83,313

流動資産 52,644 60,263 65,977  買掛債務 支払等   現金預金 2,609
百万円減少
・工事竣工により、受取手形・完成工事未収
入金等 6,344百万円、電子記録債権が
243百万円それぞれ増加

現金預金 11,599 15,049 12,440

受取手形･完成工事未収金等 34,865 38,161 44,749

固定資産 16,356 17,043 17,335 ・工場用機械、工場用土地等を新規購入す
るも、減価償却の実施等により有形固定資
産が159百万円減少

 前払年金費用 支払等   退職給付 係
る資産が352百万円増加

有形固定資産 12,036 12,232 12,073

無形固定資産 33 217 196

投資その他の資産 4,287 4,593 5,065

負債合計 46,455 52,583 54,997
・買掛債務の支払により、支払手形・工事未
払金等 560百万円、電子記録債務が359
百万円それぞれ減少

流動負債 36,806 42,254 44,742

固定負債 9,649 10,328 10,254

純資産合計 22,544 24,722 28,316  親会社株主 帰属  当期純利益3,844百
万円 計上 配当金568百万円を支出
 退職給付 係 調整累計額 239百万円
増加

株主資本 21,244 23,306 26,582

  他包括利益累計額 1,299 1,416 1,733

負債純資産合計 69,000 77,306 83,313



キャッシュ･フロー
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連結キャッシュ・フローの主な項目
（単位：百万円）

2016.3期 2017.3期 2018.3期 コメント実績 実績 実績
営業活動によるキャッシュ・フロー 5,604 4,248 △3,049

・営業収益の積上げ
・工事竣工による売上債権の増加
・買掛債務の支払による仕入債務の減少

税金等調整前四半期純利益 2,363 3,473 5,197
減価償却費 610 711 667
退職給付に係る資産の増減 △80 6 △141
退職給付に係る負債の増減 123 241 237
工事損失引当金増減 △135 31 744
売上債権の増減 5,752 △2,860 △6,606
たな卸資産の増減 22 △1,289 △315
仕入債務の増減 △2,850 2,419 △1,028
未成工事受入金 増減 △1,861 1,602 △248
その他営業活動フロー 2,263 699 △580
法人税等支払額 △604 △787 △975

投資活動によるキャッシュ・フロー △666 △811 △535
 工事用車両更新等   有形固定資産 取得有形固定資産取得 △675 △801 △581

その他投資活動フロー 9 △9 45
財務活動によるキャッシュ・フロー △3,354 13 977

 買掛債務 支払 等   短期借入金 増加
 増配   配当金 支払額 増加

短期借入金純増減 △6,473 990 1,728
長期借入    収入 3,500 － －
リース債務返済による支出 △74 △92 △83
自己株式の取得による支出 △0 △213 △0
配当金支払額 △284 △379 △568
その他財務活動フロー △21 △291 △97

現金及 現金同等物期末残高 11,599 15,049 12,440

2. 2019年3月期 業績予想
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2019年3月期の取組み
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発注 本格化  大規模更新 修繕事業 案件精査 受注強化

採算最重視による受注拡大とPC建築部門強化

設備投資 着実 実施  新規事業 開拓

グループ全体の人財確保・育成の推進と働き方改革アクションプランへの取り組み

土木事業  期  影響    前年度 受注目標 下回     施工条件 採算性 検討 要員対策 充実   
大規模更新 修繕事業  受注強化 図 
当社独自の床版継手技術(MuSSL工法）や交通規制低減に優位性のある半断面床版取替工法の営業展開と採用拡大を目指す

建築事業では他社との競争激化等により、受注が目標未達となっている。 労務・資材価格のコストアップが顕在化するなか、
受注時採算管理 徹底        早期 受注確保 図 
PC建築の採用拡大に向け、PCaPC施工実績を基に発注者、設計者への営業強化を図るとともに、受注検討案件でも
積極的にPC化を推進する

新卒採用 中心    中途採用 定年再雇用 行  年齢構成 歪 是正 女性活躍 高齢者雇用 引 続 推進  
総労働時間の削減、週休二日制の推進といった「働き方改革 アクションプラン・ステップ１」への取り組みと、ICT活用などで働きやすい
職場環境を構築し、生産性向上を図る

    全体 大規模更新 おける床版製作設備増強や機械化施工に向けた設備投資を着実に実施する
新  賃貸事業 展開          引 続 建設事業以外 収益基盤 強化      新規事業 開拓 進    

業績予想

15

連結業績予想

2017.3期 2018.3期 2019.3期予想
コメント

実績 前年比 実績 前年比 予想 前年比

売上高 96,715 0.7 114,841 18.7 113,000 △1.6 土木建築事業の減収

売上総利益 11,460 14.4 13,819 20.6 12,890 △6.7 土木事業の工事採算が減少

営業利益 3,687 27.5 5,440 47.6 4,100 △24.6 販管費の増加

経常利益 3,454 23.4 5,347 54.8 3,940 △26.3

親会社株主に帰属する
当期純利益

2,653 46.0 3,844 44.9 2,800 △27.2

1株当  年間配当金
（円） 12.0 18.0 18.0

（単位：百万円、％）
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セグメント別業績予想
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     別売上高･売上総利益･受注高

2017.3期 2018.3期 2019.3期予想
コメント

実績 実績 予想 前年比

売
上
高

土木事業 49,356 63,798 63,700 △0.2

・建築事業の前期からの繰越工事減少
による減収

建築事業 44,815 48,770 46,200 △5.3

製造事業 1,819 1,638 2,300 40.4

その他兼業事業 723 634 800 26.1

合計 96,715 114,841 113,000 △1.6

売
上
総
利
益

土木事業 6,501 9,178 7,870 △14.3

・土木、建築事業とも、下期竣工が多い
 土木事業 設計変更等   回復要因 
固  見立 
・建築事業では、労務・資材価格のコスト高と
他社との競争激化等を予想

建築事業 4,303 4,361 4,470 2.5

製造事業 294 3 260 7,053.5

その他兼業事業 293 304 290 △4.7

調整額 67 △28 － －
合計 11,460 13,819 12,890 △6.7

受
注
高

土木事業 55,192 55,573 60,100 8.1

・業界環境は引き続き好況であり、受注強化策
 早期 案件確保 注力  

建築事業 45,278 45,165 49,100 8.7

製造事業 1,819 1,638 4,000 144.1

その他兼業事業 723 634 800 26.0

合計 103,013 103,012 114,000 10.7

（単位：百万円、％）

3. 中期経営計画2016の進捗
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中期経営計画2016の進捗
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数値目標と進捗

2018.3期 振り返り （単位：百万円）

2017.3期
実績

2018.3期
実績

2019.3期
中計目標

2019.3期
業績予想

受注

土木事業 55,192 55,573 61,140 60,100

建築事業 45,278 45,165 49,000 49,100

製造事業 1,819 1,638 2,300 4,000

兼業事業 723 634 1,560 800

合計 103,013 103,012 114,000 114,000

売上高

土木事業 49,356 63,798 61,290 63,700

建築事業 44,815 48,770 48,700 46,200

製造事業 1,819 1,638 2,350 2,300

兼業事業 723 634 660 800

合計 96,715 114,841 113,000 113,000

売上利益

土木事業 13.8% 6,823 14.5% 9,257 12.0% 7,330 12.4% 7,870

建築事業 9.7% 4,329 8.8% 4,272 9.2% 4,460 9.7% 4,470

製造事業 2.6% 46 1.1% 18 11.1% 260 11.3% 260

兼業事業 36.0% 260 42.8% 271 37.9% 250 36.3% 290

合計 11.8% 11,460 12.0% 13,819 10.9% 12,300 11.4% 12,890

販売費及 一般管理費 8.0% 7,773 7.3% 8.378 7.5% 8,500 7.8% 8,790

営業利益 3.8% 3,687 4.7% 5,440 3.4% 3,800 3.6% 4,100

営業外収益 209 144 150 105

営業外費用 441 238 250 265

経常利益 3.6% 3,454 4.7% 5,347 3.3% 3,700 3.5% 3,940

2019.3期 業績予想

期初計画比で受注高が減少、売上高が
増加 各利益項目 大幅増加
利益改善   営業利益率 2.2％ポ
イント上昇
同様 経常利益率 2.3ポイント上昇

受注高、売上高ともに計画値と同額予想
     各利益項目 増額予想
各事業 利益率見直     土木
12.4％、建築9.7％、全体11.4％とし
中計目標より引き上げ
工事採算 見直    営業利益率を
3.6％ 経常利益率3.5％に上方修正

※売上利益        内部取引調整後 数値 表示       
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中期経営計画2016の進捗

1,157 1,030 1,030 1,140 

1,020 
1,100 1,140 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

2016.3期
実績

2017.3期
実績

2018.3期
実績

2019.3期
予想

＜受 注＞

中期経営計画2016

961 967 
1,148 1,130 

990 
1,070 1,130 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

2016.3期
実績

2017.3期
実績

2018.3期
実績

2019.3期
予想

単位:億円＜売 上＞

中期経営計画2016

100 115 
138 129 

98 
106 

123 

10.4%
11.8% 12.0%

11.4%

0%

3%

6%

9%

12%

15%

0
20
40
60
80
100
120
140

2016.3期
実績

2017.3期
実績

2018.3期
実績

2019.3期
予想

＜売上利益＞

中期経営計画2016 売上利益率

29 37 54 41 

22 
27 38 3.0%

3.8%

4.7%

3.6%

0%

3%

6%

0

20

40

60

2016.3期
実績

2017.3期
実績

2018.3期
実績

2019.3期
予想

＜営業利益＞

中期経営計画2016 営業利益率



11.2

14.5

4.7
6.76.5 7.4

9.8

3.0 3.5
4.7

0

4

8

12

16

2017.3期
実績

2018.3期
実績

2019.3期
計画

＜ROE・ROA＞

ROE ROA ROE計画 ROA計画

資本政策（経営指標）

20

配当政策

内部留保 関  方針

 中期経営計画2016（2016年度 2018年度）  配当性向  
平均で23％以上を目指す

企業価値の最大化へ向け、PC技術を応用した新工法・新技術の開発、
工場の再構築、情報関連投資等に活用
経営基盤 強化 図      当社     今後 更  事業展開
及 企業競争力 強化 努  いく

財務比率･資本効率 関  方針

健全 経営基盤 維持     財務体質 強化 資本効率 向上 
図   中期経営計画2016（2016年度 2018年度）  最終年度
では以下の目標とする
ROE（自己資本当期純利益率）9.8%以上
ROA（総資産経常利益率）4.7%以上
D／E   （有利子負債÷株主資本）0.42倍以下

（%）
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大幅 利益改善   配当を増配
ROE14.5％、ROA6.7％と期初計画値を大きく上回った
配当については、中計期間中の配当性向を鑑み、当初12円から18
円に6円増配し、配当性向は21.9％となった

配当 18円   配当性向30.1％ 見込 
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中期経営計画2016 売上利益率
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部門別戦略 進捗状況
土木部門

部門方針 高速道路 大規模更新需要等 主力分野 変動 対応出来 事業体制 整  

進捗状況
今後の取組み

【業績関係総括】
受注計画  PC新設橋梁 発注量 減少影響    目標未達
売上計画は、繰越物件の消化が順調に進み、大幅に目標達成
利益計画  NEXCO案件等 設計変更 獲得出来 大幅 目標達成
今期予想  中計数値  受注高 10.4億円      売上高 24.1億円     利益 5.4億円のプラスとした

 事業戦略総括 
主力 新設橋梁  非橋梁 一般土木 更新         事業    順調 推移
中期経営計画 戦略区分 合   新  予算管理 開始     集計 可能    
 土木工事経歴     等 受注活動 工事管理 有効      運用 開始
生産性向上 取組     電子黒板     導入      用  UAV（Unmanned Aerial Vehicle：無人
航空機）計測 精度検証業務の活用を推進
大規模更新工事 、東名高速沼津IC 富士IC間床版取替工事、中国道常国橋床版取替工事を受注
2019年3月期  魚津 黒部間構造物更新工事 受注
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中期経営計画2016 売上利益率

建築部門

部門方針 勝 残     競争力 強化  

進捗状況
今後の取組み
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部門別戦略 進捗状況

【業績関係総括】
受注計画    2017年度 目標未達 来期予想 中計数値 若干上回 
売上 目標 対 1.3億円 増 利益 目標 対 2.3億円の増加で、ほぼ計画通り
一部不具合工事 発生    第4四半期 利益 積 上    
来期予想     売上高 －25億円 利益＋0.1億円とした

 事業戦略総括 
PCaPC工法の大型工事「成田公津の杜医学部校舎建設工事」は無事に竣工
PCaPC元請案件にチャレンジし、某電気メーカー本社ビル新築工事を受注
PC部門の体制強化として、営業2名、技術7名を増員し、組織体制を強化
PC建築 理解促進 目指  PR活動を継続。PR動画等の営業ツールを整備
設計力          力 強化 BIMの導入に向けた整備を開始
    事業 管理 推進     不動産部  設立  組織体制 強化

成田公津の杜医学部校舎
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部門別戦略 進捗状況

 成長分野 技術開発】
大規模更新分野
床版継手工法    当社独自 継手工法(MuSSL工法) 確立 実施工 採用予定
NEXCO総研 NEXCO3社 共同開発   半断面床版取替工法  試行的 採用   中国自動車道道谷第二
橋」が竣工
⇒2017年度PC工学会賞 受賞
⇒NEXCO総研、NEXCO3社、当社との共同特許を取得し、他社より一歩リード

 新領域 開発 向  技術開発】
高強度       用  低桁高PC橋        HC工法  開発
⇒技術審査証明 更新 取得 取 組 、さらなる受注拡大を目指す

MuSSL工法

ダックスビームHC工法載荷実験
（小田原技術研究所）

技術部門

部門方針 転換期     将来    技術的優位性 確立 向  取組  推進  

進捗状況
今後の取組み
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海外部門

部門方針 現地事務所 既存工場 現地合弁企業 含  包括的体制整備 行  現地     
企業と連携を強化し、市場拡大を目指す

進捗状況
今後の取組み

部門別戦略 進捗状況

スリランカ４橋工事 ベトナム地下鉄PCマクラギ製作

【工事事業】
6年   海外橋梁建設        ４橋工事  2017年8月 無事完工
ODA案件 中心 営業活動 推進  2019年3月期 受注 1,180百万円 目指 
    北部（   ）  現地企業 協業  業務拡大 目指 

【工場事業】
       ２工場       地下鉄向 製品 納品完了 今後 大型ODA案件の受注に向け、現地パート
    協力体制    確実 受注 目指 
ベトナムのVINA‐PSMC社は、ODA案件のPCマクラギの生産が順調に推移し、今後、現地パートナーとの連携を強化
し、ローカル案件の受注拡大を目指す

【新エリアへの進出】
     国 事務所開設予定  更  情報収集 注力

① 総労働時間の削減
個人の総労働時間管理のシステム化
2018年度 目標 標準時間+960時間

② 週休二日の推進
2018年度 目標 4週6休の閉所

③ ハラスメント対策、従業員満足度調査
結果の分析・対策

④ ”Smart Work Meeting”の設置
各支店等での時短推進取組強化

アクションプラン・ステップ１
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百万円 ＜設備投資＞ 単年 累計

管理部門 関係会社

部門方針

 管理部門 
今後 事業規模 事業展開 見据  人財 ICT     戦略面  取組  推進  
【関係会社】
社会のニーズを掴み、強固なグループ経営の実践により、グループ全体で企業価値を向上させる

進捗状況
今後の取組み
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部門別戦略 進捗状況

【人財確保・育成・活用】
総合職の定期採用(2018.3月卒)は、計画35名に対して、44名の実績
多様 働 方 対応         限定総合職制度  導入(2017/10)

【働き方改革】
働 方改革実行委員会 2017年9月 設置    良 職場環境   のスタート

⇒業界団体の方針・ガイドラインに対応した対策案を策定
働き方改革「アクションプラン・ステップ１）の策定（2018/3）

【投資計画】
2年間 投資合計  16億円 2018年度 累計 計画値 40億円を超える予定
2018年3月期 PSC社工場 設備更新 PSK社 工事用車両 更新 実施
2019年3月期 仙台市      事業  投資 予定



Appendix. 会社概要
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オリンピック開催までは、都市開発事業等の建設需要がある

建設市場全体（土木 建築）  2019年以降市場縮小 見込 

建築市場は、維持・修繕市場が拡大する傾向が続くものの、新設

工事 減少 見込   

6. 9兆円の縮小５７．８
５０．９

新設市場は縮小傾向が持続すると想定される

高速道路 大規模更新   特需等    維持 補修市場  

拡大 見込   

PC市場全体では3000億円規模まで拡大することが想定される

出所:               建設業協会資料 実績数値     当社試算
赤字は過去実績値

民間建築

土 木

政府建築

出所: 中長期 経済財政 関  試算（内閣府） 建設投資見通 （国交省）
建設経済      建設投資 見通 （建設経済研究所 他）
建設工事施工統計調査報告（国交省） 活用  当社試算
赤字は過去実績値
国交省 建設工事受注動態統計調査報告   抜粋

（兆円）

（億円）
維持・補修

新 設

（年度）

（年度）

今後 事業環境 見通 

建設市場の推移

PC市場の推移

機会 (Opportunities) 脅威 (Threats)
国土強靱化事業・防災・減災対策の需要は当面持続
交通網 整備 高速道路等 大規模更新 需要増
老朽化対策       事業 海外事業 増加傾向

国内建設市場 縮小（      特需 震災復興事業 終焉）
新設工事主体から維持補修・リニューアル分野への質的変容
少子高齢化   背景   民間設備投資意欲 低下
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プレストレストコンクリート（PC）技術とプレキャスト（PCa)技術とは
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プレストレストコンクリート（PC）とは

プレキャスト（PCa）とは

PC       （  ）応力（    ） 与                
コンクリートの最大の弱点(引張には弱い)を克服することができます
圧縮  力 与      大  引 張 力 作用     割  制御         
上記    柱 梁 細    空間 距離 大  取        

高強度        使用       工場 製作        部材  
工場 生産      高品質 高精度  高耐久 有      
現場で型枠を組み施工した場合より周辺の環境に優しい工法です
工場 部材 製作  為 現場作業 省力化     化 図   

グループネットワーク
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    三菱    （主要国内５社）

国内工場ネットワーク 海外ネットワーク

株式会社ピーエスケー PC工事における機材の企画・設計・製作・賃貸・販売、資材の製造・
販売およびこれらの運用・活用に関するエンジニアリング

株式会社      康和 道路 鉄道 港湾等 構造物              

ピー・エス・コンクリート株式会社 PC製品の製造販売

菱建商事株式会社 建築資材販売 物流 不動産関連  

菱建基礎株式会社 土木 建築構造物 基礎工事  地下分野 総合専門工事

北上工場（岩手県）
七尾工場（石川県）

滋賀工場（滋賀県）

兵庫工場（兵庫県）

水島工場（岡山県）

久留米工場（福岡県）

＜ベトナム＞

    三菱 ホーチミン事務所

    三菱 ジャカルタ事務所

VINA‐PSMC Precast Concrete
Co., Ltd .

PC製品の製造･販売

PT. Komponindo Betonjaya
PT. Wijaya Karya
Komponen Beton

PC製品の 製造･販売
＜インドネシア＞

支 店

・東京土木支店
・東京建築支店
 東北支店
・大阪支店
・名古屋支店
・広島支店
・九州支店

営業所 ・３４箇所

（株）    三菱 ピー･エス･コンクリート（株）

茨城工場（茨城県）
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出典：日経アーキテクチュア 37
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本資料       投資家 皆様  情報提供   目的         売買 勧誘 目的             本資料    将来予想
に関する記述につきましては、目標や予測に基づいており、確約や保証を与えるものではありません。また、将来における当社の業績が、現在の当社の将
来予想 異  結果        点 認識   上   利用        業績等 関  記述        信頼    思   各種   
 基   作成        当社   正確性 安全性 保証            本資料  投資家 皆様     目的  利用   場
合       自身  判断 責任     利用      前提  提示             当社     場合       責任 負 
         実際 結果 大  異     予告   変更   可能性             御了承     

株式会社    三菱 管理本部 総務人事部 広報･IR    
〒104‐8215 東京都中央区晴海二丁目5番24号 晴海センタービル
TEL：03‐6385‐8002 FAX：03‐3536‐6927 メールアドレス：koho.ir@psmic.co.jp

将来予測に関する注意事項

IRに関するお問い合わせ先

ピーエス三菱のPR動画を作成しました。


